




国立小児病院における新生児期(生後 28 日未満)先天性心疾患(CHD)の手術施行第 1 例は,

昭和 46 年 12 月 3 日である。以後,昭和 60 年 12 月末まで 14 年間の新生児心疾患手術症例

は 96 例,手術死亡例(術後 30日以内)58 例,術後 30日以上の手術生存例は 38 例である。そ

の疾患の内訳を表 1に示した。手術死亡例中ブローべとあるのは,麻酔導入中,開胸中ある

いは心大血管手術操作中,心停止を来たし,目的の手術を達し得なかった症例である。消化

器系奇形の手術もあわせ施行した症例は8例(半数はTEF),うち手術生存例は4例であった。 


